
・港湾局では今年度までに、インターネット上で24時間365日利用申込みが可能な「予約システム」を開放中の
全ての公共船着場で導入するなど船着場のデジタル化を進めてきた。

・また、今年度は日の出ふ頭の船着場において、舟運事業者自身がＱＲコードを活用して公共船着場のゲートを
開施錠する取組（スマートロック）や高性能カメラにより船舶の係船実績等を計測する取組を開始

○スマートロックによるセルフ開施錠○カメラによる係船実績等の計測

公共船着場のＤＸ推進 令和４年３月２８日
港 湾 局

取組状況

→ 事業者自身が解施錠できるようになり、利便性が向上→ 船舶の離着桟時間等の確認作業を効率化

【参考】 取組のイメージ

日の出船着場での効果検証を踏まえ、他の公共船着場への導入を検討するなどＤＸを推進

高性能カメラ

船舶の動静を確認

スマートフォン等に送られた
ＱＲコードを活用し、ゲートを開施錠



・平成28年度から水上タクシーに開放している田町及び品川の防災船着場については、これまで護岸形状の改良や
照明を設置することで利便性の向上を図っている。

・一方で、防災船着場そのものの認知度が不足しているほか、鉄道駅からの移動経路が分かりにくいことから、
地元区や鉄道会社のご協力を得て、令和４年３月に品川駅前及び田町駅前に案内サインを設置した。

○品川防災船着場案内サイン
設置場所：品川駅港南口ペデストリアンデッキ

○田町防災船着場案内サイン
設置場所：田町駅芝浦口ペデストリアンデッキ

防災船着場の案内サイン設置 令和４年３月２８日
港 湾 局

取組状況

【参考】 現地の設置状況

来年度以降も引き続き、案内板の設置等により船着場の利便性向上を図っていく


